
1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

29 

A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y Z AA AB AC AD AE AF AG AH AI AJ AK AL AMAN AOAP AQAR AS AT AU AV AW AX 

（ ）

当初予算＋補正予算に対す
る執行額の割合（％）

100% 99% 96%

一般会計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
-

主要政策・施策

7,178

実施方法

27年度

スーパーグローバル大学創成支援事業 担当部局庁 高等教育局 作成責任者

事業開始年度

補助

担当課室 高等教育企画課
高等教育企画課長
蝦名　喜之

事業名

会計区分

30年度

-

翌年度へ繰越し -

計

29年度

文教及び科学振興

-

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

31年度要求

予算
の状
況

28年度

「スーパーグローバル大学創成支援」では、我が国の高等教育の国際競争力の向上を目的に、海外の卓越した大学との連携や大学改革により徹底した国際
化を進め、世界レベルの教育研究を行うトップ大学や国際化を牽引するグローバル大学に対して、重点支援を行う。【定額補助】

- -

8,678

▲ 14 ▲ 102

- -

-補正予算

予備費等

当初予算 6,342

--

8,663

-

平成２６年度
事業終了

（予定）年度
平成３５年度

主要経費

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度以

内）

世界的に国境を越えた学生・教員の流動性が高まり、国際的な大学間連携の動きも進む中、我が国の大学の国際化は十分ではなく、世界的な大学ランキン
グでも外国人留学生の割合等が反映される国際関係の指標において評価が低い状況にある。本事業では、このような状況を踏まえ、我が国の大学の国際
化を強力に推進し、大学の改革を促し、国際競争力を向上させることを目的としている。

前年度から繰越し - -

平成３０年度行政事業レビューシート 文部科学省

執行額

8,664 7,076 6,065 4,001 4,685

7,076 6,065

執行率（％） 100% 100% 100%

｢日本再興戦略｣(平成25年6月14日閣議決定）、「第2期教育
振興基本計画」(平成25年6月14日閣議決定)

▲ 277 -

4,001 4,685

関係する
計画、通知等

4,685

30年度当初予算

4,000

1

4,001

事業番号 0140

子ども・若者育成支援

予算額・
執行額

（単位:百万円）

歳出予算目

国際化拠点整備事業費補
助金

諸謝金、職員旅費、委員等
旅費、庁費

計

平成30・31年度
予算内訳

（単位：百万円）

主な増減理由

「新しい日本のための優先課題推進枠」684

31年度要求

4,684

1

1
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根拠として用いた
統計・データ名

（出典）
採択大学に対するフォローアップ結果　※29年度実績値は、30年度中に調査予定

チェック

31.2

30年度
活動見込

31年度
活動見込

-

-

-

15.2

30年度
活動見込

31年度
活動見込

- -

- 93.6

30年度
活動見込

31年度
活動見込

- -

-

根拠として用いた
統計・データ名

（出典）
採択大学に対するフォローアップ結果

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

単位当たり
コスト

算出根拠

当初見込み

％

活動指標

計算式
執行額（百
万円）/取組
件数

単位
活動指標及び

活動実績
（アウトプット）

活動指標

9.7 11.7 13.9

- 72.3 -

27年度

27年度 28年度 29年度

活動実績

29年度

- 25.8

百万円

活動実績 ％

当初見込み ％

23.1 26.4 28.7

28年度

28年度 29年度

38.5 61.9 78.3

採択大学における外国語による授業の実施率

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙１】に記載

活動指標

164

達成度 ％

％

7,076/60

ナンバリング実施割合
※ナンバリング：授業科目に適切な番号を付し分類する
ことで、学修の段階や順序等を表し、教育課程の体系性
を明示する仕組み。

4001/37

-

30年度活動見込

144 118

採択大学における外国人
留学生比率の向上

定量的な成果目標

％

採択大学における外国人
留学生比率

％

成果指標 単位

中間目標

成果目標及び
成果実績

（アウトカム）

定量的な成果目標

単位

年度執行額／取組件数

単位当たり
コスト

成果実績

目標値

成果指標 単位

％
成果目標及び

成果実績
（アウトカム） ％

採択大学における外国語
力基準を満たす学生数の
比率の向上

採択大学における外国語
力基準を満たす学生数の
比率

成果実績 ％

目標値

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

単位

単位

- 10.3 -

年俸制の導入（年俸制適用者（教員）数/全専任教員数）
活動実績 ％

当初見込み ％

8,663/60

28年度

6,065/37

-

13

-

- - - - -

- 46.8

27年度 28年度 29年度
目標最終年度

- -

8.4

7.7 8.4

-

- -

10.4

-

達成度

7.1

31

-

年度 年度35

35 年度
27年度 28年度 29年度

中間目標 目標最終年度

31 年度

17 18.4 - - -

- 23.4 33.8

27年度

108

27年度

29年度

2
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政
策
評
価

政
策
評
価

、
経
済
・
財
政
再
生
ア
ク
シ

ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
関
係

-

-

目標最終年度

目標年度

- 年度 32

60,643 -52,132 54,455

-

-

目標値

中間目標計画開始時
29年度 30年度

単位 27年度 28年度

-

-

年度

- -

目標値 人

-

本事業の成果と改革項目・KPIとの関係

- -
K
P
I

(

第
一
階
層

）
-

成果実績

- -

単位

29年度
中間目標

28年度 29年度

-

-

-

-

年度 年度

-

-

-

4.2 4.4 4.5 - -

目標値 ％ 4

人実績値

4.2

定量的指標
年度

-

人 -

-

300,000

③我が国が受け入れている留学生数
※外国人留学生の受入れを増加させ、大学の国際化を
目指す。大学等の在籍者（約300万人）に占める留学生
の割合を非英語圏先進国のドイツ、フランス並（10％）の
割合へと目指し、外国人留学生30万人を目標に設定。
※大学、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課
程）、準備教育課程及び日本語教育機関（H23～）に在
籍する留学生数

4.4 -

改革
項目

分野： - -

-

本事業の成果と上位施策・測定指標との関係

本事業は、大学の体制の国際化を目指し、大学の国際通用性、国際競争力を強化するための教育環境整備を進めている。本事業の成果として、採択
大学における外国人留学生比率、外国語力基準を満たす学生数の比率、外国語による授業の実施率等といった指標の改善が図られており、毎年度
着実に成果を上げている。これらの指標の改善は、施策の達成目標である大学の国際競争力の強化、及び国際的に活躍できる人材の育成に係る進
捗状況の測定指標に寄与するものであり、施策目標の達成に向けた取組であることを示している。

-

- -
定量的指標

60,643

ＫＰＩ
（第一階層）

-

年度年度

中間目標 目標年度
27年度

実績値 人 54,455

単位

208,379

目標年度

- 年度 - 年度

中間目標

239,287 267,042 -

目標値

①大学間交流協定等に基づく日本人学生の海外派遣数
※29年度実績値について、現在調査中
※目標値は毎年度前年度実績以上

- -

②我が国の大学における外国人教員比率
※目標値は毎年度前年度実績以上
※指標の根拠：外国人教員数/教員数

実績値 ％

施策 4-1　大学などにおける教育研究の質の向上

政策 4 個性が輝く高等教育の振興

定量的指標 単位 27年度 28年度 29年度

測
定
指
標

-

-

達成度 ％ -

K
P
I

(

第
二
階
層

）

ＫＰＩ
（第二階層）

単位
計画開始時

29年度 30年度
中間目標 目標最終年度

- 年度 - 年度 - 年度

-

成果実績 - - - - - -

目標値 - - - - - -

達成度 ％ - - - - -

経
済
・
財
政
再
生

ア
ク
シ

ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

3
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-

事業番号 事業名所管府省名

○

補助金交付時の申請書及び当該年度終了後の実績報告書
において、各大学の支出が合理的なものとなっているかを確
認している。

本事業は、「日本再興戦略（平成25年6月14日閣議決定）」を
踏まえ、大学の国際化のための環境整備を推進するもので
あり、国が実施すべき事業である。

○

評　価項　　目

産業競争力会議や教育再生実行会議において、国際化を断
行し世界と競う大学の重点支援の重要性が指摘されており、
大学の国際化とグローバル人材育成の環境整備を推進する
本事業への国民や社会からのニーズは高い。

活動実績は見込みに見合ったものであるか。

・平成29年度に実施した中間評価の結果を踏まえ、事業目的が十分達成されるよう適切な助言を行うことで、適切かつ効果的な実施を促す。

・経費の執行に関しては、事業年度毎に各大学から提出される実績報告書等において、支出先・使途を把握し、補助金の使用状況や事業目的
との整合性について確認を行って引き続き事業の適正な実施に努めている。
・採択大学における外国語による授業の実施率、ナンバリング実施割合等については、スーパーグローバル大学創成支援事業開始前（平成25
年度）の実績を上回っており、事業は着実に進められている。

○

‐

毎年度実施するフォローアップ結果など事業に関する情報を
ウェブサイトに掲載するなどの広報に努めており、大学関係
者に活用されている。

不用率が大きい場合、その理由は妥当か。（理由を右に記載）

-

事業実施に当たって他の手段・方法等が考えられる場合、それと比較してより効果的
あるいは低コストで実施できているか。

本事業は、大学の国際化のための環境整備を推進するもの
であり、個々の大学の自助努力だけでは難しい取組であるた
め、補助事業として効果的な取組と言える。

関連する事業がある場合、他部局・他府省等と適切な役割分担を行っているか。（役
割分担の具体的な内容を各事業の右に記載）

○

○

事
業
の
効
率
性

その他コスト削減や効率化に向けた工夫は行われているか。

○

国公私立の全大学を対象に公募を行い、採択大学の選定に
あたっては、有識者によって構成されるプログラム委員会及
び審査部会を設置し、厳正な審査の上、採択プログラムを決
定している。

資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

○

無

単位当たりコスト等の水準は妥当か。

本事業は、「日本再興戦略（平成25年6月14日閣議決定）」を
踏まえ、大学の国際化のための環境整備を推進するもので
あり、政策目的の達成手段として必要かつ適切であるととも
に、優先度が高い事業である。

限られた予算において、より高い成果につながる活動が行わ
れているかを毎年度のフォローアップにおいて確認している。

事業の目的は国民や社会のニーズを的確に反映しているか。

○

一般競争契約、指名競争契約又は随意契約（企画競争）による支出のうち、一
者応札又は一者応募となったものはないか。

競争性のない随意契約となったものはないか。

補助金交付時の申請書及び当該年度終了後の実績報告書
において、コスト削減や効率化に向けた工夫が行われている
かを確認している。

採択大学における外国人留学生比率、外国語力基準を満た
す学生比率について、成果実績はスーパーグローバル大学
創成支援事業開始前の平成25年度の実績を上回っており、
事業の成果があがっている。

○

補助金交付時の申請書及び当該年度終了後の実績報告書
において、支出先・使途を把握するなど、費目・使途が事業目
的に即し真に必要なものに限定されているかを確認してい
る。

改善の
方向性

○

整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

関
連
事
業

‐

事
業
の
有
効
性

成果実績は成果目標に見合ったものとなっているか。

採択大学における外国語による授業の実施率、ナンバリング
実施割合についての活動実績はスーパーグローバル大学創
成支援事業開始前の平成25年度の実績を上回っており、事
業活動による効果が認められる。

○

点
検
・
改
善
結
果

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

○

-

受益者との負担関係は妥当であるか。

地方自治体、民間等に委ねることができない事業なのか。

政策目的の達成手段として必要かつ適切な事業か。政策体系の中で優先度の高い
事業か。

競争性が確保されているなど支出先の選定は妥当か。　

評価に関する説明

無

○

点検結果

事業規模が補助金額を上回る分については、大学の財源に
よる負担を求めている。

国
費
投
入
の
必
要
性

事業所管部局による点検・改善

繰越額が大きい場合、その理由は妥当か。（理由を右に記載） ‐

4
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( )

※平成29年度実績を記入。執行実績がない新規事業、新規要求事業については現時点で予定やイメージを記入。

なお、金額は単位未満四捨五入して記載していることから、合計が一致しない場合がある。

　チェック

23

A.学校法人早稲田大学

物品費 消耗品費

資金の流れ
（資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する）

（単位：百万円）

旅費

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額

が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

プログラム委員会等旅費

物品費 消耗品費 3

外部有識者による点検対象外

平成29年度に実施した中間評価結果を踏まえ、メリハリのある予算配分を行った。引き続き、今後実施する評価をもとに、メリハリのある予算配分を
行い、効果的・効率的な予算執行を行うこととする。

関連する過去のレビューシートの事業番号

0

金　額
(百万円）

その他
コピー機使用料、ウェブサイト製作費、会議
費等

職員雇用経費、プログラム委員会謝金、書
面審査・書面評価謝金等

87 その他

使　途

人件費・謝金

執
行
等
改

善

１．事業評価の観点 ： 本事業は、スーパーグローバル大学創成支援及び経済社会の発展を牽引するグローバル人材育成支援を実施することによ
り、我が国の高等教育の国際競争力の向上及びグローバル人材の育成を図ることを目的とした補助事業であり、事業評価に当たっては事業成果
等及び予算執行状況の観点から評価を行った。

２．所見 ： 本事業は、「日本再興戦略（H25.6.14閣議決定）」を踏まえ、大学の国際化のための環境整備を推進するものであり、国の事業としての必
要性は認められる。本事業は概ね計画通りに予算執行されているものと考えられるが、中間評価の結果を踏まえ、メリハリのある予算配分を行うな
ど、効果的・効率的な予算執行に努めるべきである。

行政事業レビュー推進チームの所見

外部有識者の所見

備考

ワークショップ・シンポジウム等旅費、新規
協定校開発に係る旅費等

79 旅費 6

8

間接経費 間接経費

B.独立行政法人日本学術振興会
金　額

(百万円）

事
業
内
容
の

一
部
改
善

129

コピー機使用料、関係資料印刷費等

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

費　目 使　途

16

計 314 計 37

人件費・謝金
プログラムコーディネーター・支援スタッフ等
雇用経費、学生指導謝金等

費　目

費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙２】に記載

- 平成25年度 -

平成26年度 142.新26-0018 平成27年度 147 平成28年度 145

平成22年度 - 平成23年度 - 平成24年度

平成29年度 文部科学省 0147

5



832 

833 

834 

835 

836 

837 

838 

839 

840 

841 

842 

843 

844 

845 

846 

867 

868 

869 

870 
1098 
1099 
1100 

1101 

1102 

A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y Z AA AB AC AD AE AF AG AH AI AJ AK AL AMAN AOAP AQAR AS AT AU AV AW AX 

支出先上位１０者リスト

A.

B

国庫債務負担行為等による契約先上位10者リスト

チェック

学校法人早稲田大
学

国立大学法人東北
大学

国立大学法人東京
工業大学

国立大学法人北海
道大学

国立大学法人東京
大学

国立大学法人京都
大学

国立大学法人九州
大学

学校法人慶應義塾
大学

国立大学法人名古
屋大学

国立大学法人大阪
大学

- - -

支出先上位10者リスト欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙３】に記載

契　約　先
ﾌﾞﾛｯｸ
名

-

法　人　番　号 業　務　概　要
契約額

（百万円）
契約方式

入札者数
（応募者

数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（契約額10億円以上）

1 - - -

9

- -

補助金等交付

補助金等交付

-

5 - -

- -

4

8

7

6

1

10

-

9013205001282

6430005004014

5010005007398

3130005005532

3290005003743

入札者数
（応募者数）

落札率契約方式等

補助金等交付

4010405001654

3180005006071

2

3

- -

法　人　番　号

7370005002147

5011105000953 314

- -

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

-

-

-

-

4120905002554

Ｗａｓｅｄａ　Ｏｃｅａｎ構想　～
開放性、多様性、流動性を
持つ教育研究ネットワ－ク
の構築～

東北大学グロ－バルイニシ
アティブ構想

真の国際化のためのガバ
ナンス改革によるＴｏｋｙｏＴｅ
ｃｈＱｕａｌｉｔｙの深化と浸透

Ｈｏｋｋａｉｄｏユニバ－サル
キャンパス・イニシアチブ
～世界に開かれ世界と協
働～

東京大学グロ－バルキャン
パスモデルの構築

京都大学ジャパンゲ－ト
ウェイ構想

-

-

-1

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

独立行政法人日本
学術振興会

1010005006890
審査・評価事業又は公表・
普及事業

37 補助金等交付 - -

支　出　額
（百万円）

支　出　先 業　務　概　要

308

307

302

271

265

265 - -

-291

- -

補助金等交付300

補助金等交付

補助金等交付

補助金等交付 -

- -

-

-

-

-

補助金等交付

補助金等交付

補助金等交付

戦略的改革で未来へ進化
するトップグロ－バル研究・
教育拠点創成（ＳＨＡＲＥ－
Ｑ）

「実学（サイエンス）」によっ
て地球社会の持続可能性
を高める

２１世紀、Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅな
世界を構築するアジアのハ
ブ大学

ＧＬＯＢＡＬ　ＵＮＩＶＥＲＳＩＴＹ
「世界適塾」

292

6




